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(57)【要約】
【課題】
結婚式場や披露宴会場で撮影した映像を、早期にウェブ
サイトを通して視聴できるような結婚式情報リアルタイ
ム配信システムを提供する。
【解決手段】
披露宴で撮影した、映像を早期にコンテンツセンターに
送信する。
コンテンツセンターでは、受信した映像が予めコンテン
ツセンターに登録され発行された、ＩＤ、パスワードに
一致するかの照合を行った後、プロフィールデータなど
を付加し、ウェッブ動画配信業者（例えばＹｏｕ　Ｔｕ
ｂｅ）を通して公開する。
予め、結婚式の日時を通知されていた関係者は、ウェッ
ブサイトのホームページを開いて、式典の様子をリアル
タイムに視聴することができる。
その他、ホームページからは、結婚式に関する動画の投
稿、結婚式場の検索をすることができる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＰＣ（パーソナルコンピュータ），携帯端末、及びデジタルテレビが通信ネットワークに
接続されて、婚礼に関するコンテンツをリアルタイムに視聴するための結婚情報配信シス
テムであって、
前記通信ネットワークには、Ｗｅｂサイトを介して婚礼に関するコンテンツを提供するコ
ンテンツセンターと、
挙式会場、披露宴会場内に配置される式場内ＰＣ端末と、
婚礼に関する関係者、又は将来の結婚予定者が視聴し、動画を投稿するユーザーＰＣ端末
と、
式場運営者、ホテルなどのスポンサーが広告内容を登録、変更するスポンサーＰＣ端末と
、が接続され、
前記婚礼に関するコンテンツのアクセスは、コンテンツ提供者が前記コンテンツセンター
内のＷｅｂサーバにより開設するＷｅｂサイトを介して行われることを特徴とする結婚式
情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項２】
式場カメラで撮影された画像データの前記式場内ＰＣ端末から前記コンテンツセンターの
Ｗｅｂサーバへの送信は、前記ＷｅｂサイトのＷｅｂページを介して行われることを特徴
とする請求項１に記載の結婚式情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項３】
前記式場カメラで撮影された画像データは、前記式場内ＰＣ端末に取り込まれ該式場内Ｐ
Ｃ端末から送信されて、前記コンテンツセンターで受信され、編集されて前記Ｗｅｂサー
バに記録され、
リアルタイムに通信ネットワーク上で公開される画像データには、予め、ユーザがコンテ
ンツセンターに登録され発行されたＩＤ、パスワードが記録され、視聴者が前記公開され
る画像データをＷｅｂサイトで視聴する場合は、ユーザーに前記コンテンツセンターから
事前に発行されたＩＤ、パスワードで認証され、個人情報が秘守されることを特徴とする
請求項１に記載の結婚式情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項４】
披露宴で公開される映像は、挙式前に前記コンテンツセンターに提出された各種データ（
以降プロフィールデータと称する）であって、
１）新郎・新婦が挙式以前に保存してきた、生い立ちを示す記念写真、スナップ写真、
２）新郎・新婦が挙式以前に保存してきた、ＰＣ読み取り可能な記録媒体に記録された静
止画及び動画像
３）新郎・新婦が挙式以前に保存してきた、ＰＣ読み取り可能な記録媒体に記録された音
声データ、
の中から選択されるいずれか一つ以上を含み、
前記プロフィールデータは、式場内ＰＣ端末のＷｅｂブラウザを介して再生され、該式場
内ＰＣ端末に接続された放映機器を用いて放映されることを特徴とする請求項１に記載の
結婚式情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項５】
披露宴で公開される前記プロフィールデータは、予めユーザーと打ち合わせた内容で前期
コンテンツセンターで編集され、出来上がった内容は、前記ユーザーによって、前記式場
内ＰＣ端末、前記ユーザー端末、または前記携帯端末から前記Ｗｅｂサイトにアクセスさ
れて確認され、修正がある場合はその箇所がＷｅｂページ上で指定されて、該Ｗｅｂサイ
トの当該Ｗｅｂページがコンテンツセンターで修正され、
編集され修正された前記プロフィールデータは前記式場内ＰＣ端末、又は、携帯端末のＷ
ｅｂブラウザを介して再生されると共に、該式場内ＰＣ端末又は携帯端末に接続された式
場内の放映機器により放映されることを特徴とする請求項４に記載の結婚式情報リアルタ
イム映像配信システム。
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【請求項６】
披露宴で公開される前記プロフィールデータは、予めユーザと打ち合わせた内容が前記コ
ンテンツセンターで編集され、出来上がった内容は前記ユーザーによって前記式場内ＰＣ
端末、前記ユーザーＰＣ端末又は、前記携帯端末から前記Ｗｅｂサイトにアクセスされて
確認され、修正がある場合はその箇所がＷｅｂページ上で指定されて該Ｗｅｂサイトの当
該Ｗｅｂページがコンテンツセンターで修正され、
編集され修正された前記プロフィールデータはＣＤＲＯＭ、ＤＶＤの少なくともいずれか
のＰＣ読み取り可能な記録媒体に書き込み、該記録媒体を読み込み再生可能な式場内の放
映機器に搭載されて放映されることを特徴とする請求項４に記載の結婚式情報リアルタイ
ム映像配信システム。
【請求項７】
請求項４に記載の前記プロフィールデータは、予めコンテンツセンターで編集され、式場
のテーブルに設置されたでデジタルフォトフレーム機器で閲覧できることを特徴とする請
求項１に記載の結婚式情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項８】
前記デジタルフォトフレーム機器で閲覧できるデータは、予めユーザーと打ち合わせた内
容がコンテンツセンターで編集され、出来上がった内容がユーザーによって、前記式場内
ＰＣ端末、前記ユーザＰＣ端末、又は前記携帯端末から前記Ｗｅｂサイトにアクセスされ
確認され、修正がある場合はその箇所が指定されて、該Ｗｅｂサイトの当該Ｗｅｂページ
がコンテンツセンターで修正され、
編集され修正された前記プロフィールデータは、前記デジタルフォトフレーム機器に記録
されることを特徴とする、請求項７に記載の結婚式情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項９】
披露宴で公開される請求項４に記載の前記プロフィールデータは、披露宴半ばまで式場カ
メラで撮影され、式場内ＰＣ端末に取り込まれて前記コンテンツセンターに送信された映
像と組み合わされて編集され、前記コンテンツセンターに記録されると共に前記Ｗｅｂサ
ーバを介して前記式場内ＰＣ端末に配信され、該式場内ＰＣ端末に接続された放映機器に
よりエンディングロード映像として放映されることを特徴とする、請求項１に記載の結婚
式情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項１０】
前記式場カメラで撮影される映像には、式場番号、撮影年月日、御両家の名前、事前にコ
ンテンツセンターに登録されたＩＤ、パスワード、が記録され、コンテンツセンターで映
像が受信された場合に、式場番号、撮影年月日、御両家の名前、登録されたＩＤ、パスワ
ードと照合されることを特徴とする結婚式情報リアルタイム映像配信システム。
【請求項１１】
式場で使用する来賓カメラは使い捨てビデオカメラであり、自宅などの端末に繋いで、映
像を取り込め、視聴することができることを特徴とする請求項１に記載の結婚式情報リア
ルタイム映像配信システム。
【請求項１２】
前記使い捨てビデオカメラで撮影される映像には、事前にコンテンツセンターに登録され
たＩＤ、パスワードが記録され、映像が前記コンテンツセンターに投稿された場合は、登
録されたＩＤ、パスワードと照合されることを特徴とする請求項１１に記載の結婚式情報
リアルタイム映像配信システム。
【請求項１３】
コンテンツセンターに記録された結婚式の記念データがＰＣ読み取り可能な記録媒体に書
き込まれて、関係者に配布される場合は、予めユーザーと打ち合わせた内容が前記コンテ
ンツセンターで編集され、
出来上がった内容は、前記ユーザーによって、前記式場内ＰＣ端末、又は、前記ユーザー
ＰＣ端末、又は前記携帯端末から前記Ｗｅｂサイトにアクセスされ確認され、修正がある
場合はその箇所がＷｅｂページ上で指定されて、該Ｗｅｂサイトの当該Ｗｅｂページがコ
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ンテンツセンターで修正され、
前記ＰＣ読み取り可能な記録媒体関係者に配布されることを特徴とする結婚式情報リアル
タイム映像配信システム。
【請求項１４】
　前記コンテンツセンターがブログ、ＳＮＳ、動画サイトなどのソーシャルメディアから
婚礼に関する情報を入手して集めたデータは、スポンサーである式場運営者、並びに関連
業者が所有するＰＣ端末のＷｅｂブラウザを介して閲覧可能に構成され、該掲載内容はＷ
ｅｂサイトを通じて更新可能に構成されていることを特徴とする結婚式情報リアルタイム
映像配信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ＰＣ，携帯電話などのモバイル機器、ディジタルテレビが通信ネットワークに
接続されたウェブ環境において、披露宴などの式典が効果的な演出ができる一方、同会場
で撮影された画像データがコンテンツセンターに送られ、編集されアップロードされて公
開される結果、関係者がウェブサイトを通じて会場の映像をリアルタイムに視聴すること
ができる結婚式情報リアルタイム映像配信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
結婚に関する情報コンテンツは、人生の晴れの舞台として、新郎・新婦のみならず、これ
から晴れの舞台に立ちたいと夢みている人達にとっても高い関心の的である。
しかるに従来、
１）披露宴などの映像が式後でないと視聴できない。
２）新郎・新婦が式で放映するプロフィール映像を事前に確認できない。
３）式進行司会者が、式の進行に従って放映する映像を事前に確認できない。
４）将来の結婚予定者が、式場で纏う衣装をシミュレーションできない。
等の問題があった。
しかし、インターネットによる情報伝達の場は拡大基調にあり、結婚に関するコンテンツ
の視聴並びに情報取得は、ウェブサイトとテレビの融合施策とともに、大きく変わる情勢
にある。
特に、インターネット技術の進展と共に、動画を含めたブログ、ＳＮＳ、相互リンク（Ｓ
ＥＯ／ＳＥＭ）などのコミュニケーションツールが発達し、これを利用した個人事業者運
営のＷｅｂサイトは、そのアクセスが加速度的に増大している。
　２０１１年には、ウェブサイトとテレビの融合が予定されており、近い将来において、
披露宴会場等の映像は、インターネットのブロードバンド回線を通じて公開され、外部か
らリアルタイムに臨場感豊かに視聴することができる情勢にある。
従来技術に基ずく特許出願には、特許文献１がある。
【０００３】
特許文献１は、式典終了後においても式典関連データを利用することができる式典関連デ
ータ保存システム、サーバ、式典関連データ保存プログラムに関するものであって、式典
データをＣＤＲＯＭに出力するものである。
しかしながら、この出願では、結婚式等の祝賀雰囲気を外部からリアルタイムに味わうこ
とができないという問題があった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－３４５２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、この点に鑑みてなされたものであって、ウェッブサイトとテレビの融合技術の
進展に伴い、ＰＣ、携帯電話などのモバイル機器、ディジタルテレビを通じて、
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１）リアルタイムに近い新郎新婦の披露宴映像。
２）披露宴参加者から投稿される動画、
３）式場運営者などが提供する結婚に関する情報。
をウェブサイトを通じて提供することを目的としている。
ウェブサイトの運営は、スポンサーによって支払われる広告収益による。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を解決するために、請求項１に記載の発明は、ＰＣ（パーソナルコンピュータ
），携帯端末、及びデジタルテレビが通信ネットワークに接続されて、婚礼に関するコン
テンツをリアルタイムに視聴するための結婚情報配信システムであって、前記通信ネット
ワークには、Ｗｅｂサイトで婚礼に関するコンテンツを提供するコンテンツセンターと、
挙式会場、披露宴会場内に配置される式場内ＰＣ端末と、婚礼に関する関係者、又は将来
の結婚予定者が視聴し、動画を投稿するユーザーＰＣ端末と、式場運営者、ホテルなどの
スポンサーが広告内容を登録、変更するスポンサーＰＣ端末と、が接続され、前記婚礼に
関するコンテンツのアクセスは、コンテンツ提供者が前記コンテンツセンター内のＷｅｂ
サーバにより開設するＷｅｂサイトを介して行われることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　結婚する新郎・新婦にとって、ＰＣ、携帯電話などのモバイル機器、ディジタルテレビ
を通じた祝駕の放映は、二人にとって人生晴れの舞台を演出する式典となり、結婚予定者
にとって式典の視聴並びに結婚情報の取得は、より個性的で、廉価な結婚式のためのプラ
ットホームとなる。
ちなみに下記の効果が期待できる。
１）新郎・新婦は自分たち式の演出を効果的に行える。
２）友人は、当日の式の映像を臨場感豊に視聴でき、挙式参加者は当日の祝駕雰囲気を再
現できる。
３）結婚予定者は式場の詳しい情報をＰＣ、携帯、又はテレビで収集またはシミュレーシ
ョンできる。
４）ホテル、挙式場、グッズ・サービス事業者は、自社の提供するサービスを低コストで
ＰＲが行え、顧客獲得率の向上が見込まれる。
一方、結婚コンテンツ提供事業者にとっては、
５）既存事業のディジタルコンテンツを活用できる。
６）挙式参加者による動画投稿の増大が期待できる。
７）サイト利用者の映像をデータベース化し、再視聴できるため、アクセス数の増大が期
待できる。
８）Ｙｏｕ　Ｔｕｂｅなどの動画配信事業者と提携し、動画サイトの活用による低コスト
の運営ができる。
９）映像ＣＭ、バナー広告、クリック型広告等による結婚に関するインターネット広告が
増大し、そこから得られる経済効果も増大する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
以下、本発明について、図面を参照しながら説明する。
図１は、本実施の形態における結婚式リアルタイム映像配信システムの構成図である。
図２は、披露宴会場、コンテンツセンター、友人宅／自宅における結婚式映像情報の流れ
図である。
図３は、挙式前の新郎・新婦と婚礼コンテンツ配信事業者との事前準備フロー図である。
図４は、式当日、並びに式後における婚礼コンテンツの扱いを示すフロー図である。
図５は、式場、披露宴会場からコンテンツセンターまでの結婚式映像情報伝達ルートを示
す図である。
図６は、式場、披露宴会場、及びコンテンツセンターにおける結婚式映像処理手段を示す
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構成図である。
図７は、婚礼テレビ（仮称）の、ホームページに掲載されるトップ画面、ならびにトップ
画面から展開される画面推移の概要図である。
図８は、上記画面類の全体構成図である
図９は、婚礼テレビサイトスポンサーの広告登録フロー図である。
図１０は、動画投稿におけるフロー図である。
【０００９】
　以下、本発明のウェブサイトを介在した、結婚式リアルタイム映像配信システムの詳細
ついて説明する。
図１は、本システムに関わる関係者の構成図であり、１は新郎・新婦、２は本システムの
婚礼の情報が伝達される通信ネットワーク、３は通信ネットワーク２に接続され、婚礼に
関するコンテンツを管理するサーバを含むコンテンツセンター、４は挙式場、５は披露宴
の招待客であり、６は披露宴会場、７は２次会・パーティー会場、８は都合により式に参
加できなかった関係者、友人、９は将来の結婚予定者を示す。
１０は、結婚情報のコンテンツ提供者であり、１１は本システムに広告を提供し、スポン
サーとなるその他の式場・ホテル、１２は婚礼に係る、同じく広告提供者となるドレスシ
ョップ、ジュエリーショップ、ケーキ、ヘアメイク、引き出物業者などの関連業者である
。
１３は、婚礼に関心を持ち、結婚情報を提供する動画投稿者である。
（その他、、１４は来賓カメラ、１５はプロフィール閲覧機器、２０は式場カメラ、２１
は披露宴放映機器である。）
【００１０】
婚礼に関する映像がどのように制作され、関係者に配布されるかの概要を、図２の映像情
報流れ図、図３、図４の結婚式場内の撮影から関係者が婚礼に関わるビデオ放映を視聴す
るまでのフローチャートを基に説明する。
【００１１】
　なお、本システムに関わる、ウェブサイトのホームページ画面構成については、［００
２５］～［００２７］、図７，図８で説明を行う。
【００１２】
（実施例１）
　図３の結婚映像流れ図において、
Ｓ１０，Ｓ１１で新郎・新婦はこのシステムに対する会員登録を行う。初会員である場合
は、ＩＤ、パスワードを取得する。
　同時に、婚礼に関わる画像データをコンテンツセンターへ送付する際、照合される上記
、ＩＤ、パスワード、並びに式場番号、撮影年月日、ご両家の名前、などがの記録された
ＩＤカードの発行を受ける。
登録されたＩＤデータは、後の照合のためにコンテンツセンターのＤＢサーバーへ記録さ
れる。
Ｓ１２で、新郎・新婦と式場運営者との間で式場と挙式様式の決定、式進行法などを打合
わせる。
Ｓ１３で、メールによる結婚式案内の配信先となる挙式出席者、披露宴招待者リストを提
出する。このデータもコンテンツセンターのＤＢサーバーへ記録される。
Ｓ１４で、新郎・新婦は、自分たちの生い立ちを記録した下記、プロフィールデータであ
る、
１）新郎・新婦が挙式以前に保存してきた、生い立ちを示す記念写真、スナップ写真、
２）新郎・新婦が挙式以前に保存してきた、ＣＤ，ＤＶＤなどに記録された静止画、動画
などの映像、
新郎・新婦が挙式以前に保存してきた、カセットテープ、ＣＤ、ＭＤなどに記録され
た音声データ、
などを提出する。提出物はコンテンツセンターに送付される。
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Ｓ１５で、コンテンツセンター専属のクリエータは受け取った記録媒体を元に、披露宴で
放映・閲覧される映像を制作する。
これらは、披露宴の会場でプロジェクター２１などに放映される映像や披露宴のテーブル
で閲覧できる閲覧機器１５（図２、（３）例えばソニーのフォトフレーム）に搭載される
映像である。
【００１３】
Ｓ１６で、新郎・新婦は、編集されたプロジェクター映像、プロフィール映像の内容を確
認する。
式場で放映するものについては、司会者などを交え、実際に式場の放映機器に式進行に合
わせた順序に映してみて確認する。
この場合、大型プロジェクターをディジタルテレビに接続して操作することができる場合
は、ディジタルテレビを通信ネットワークに接続し、司会者は携帯端末からウェッブサイ
トのホームページを開き、予め、コンテンツセンター３で編集された映像を、式の進行順
序に映像を映し出すことができる。
このようにすれば、専用の機器を操作する必要もなく、予め、放映する映像をＤＶＤなど
に書き込み、これを読み込んで専用の放映機器で放映する必要がない。
しかし式場によっては、ＤＶＤなどに書き込み、専用の放映機器で放映することも可能で
ある。
又、式場外からは、自宅内ＰＣ端末、携帯端末から、コンテンツ提供者が立ち上げる結婚
ウェブサイトのホームページ（以下単にホームページと称する）をアクセスして確認し、
修正がある場合はその箇所を指定してコンテンツセンターで修正する。
Ｓ１７で、出席者、招待客リストにより、挙式の案内をメールまたはハガキで配布する。
配布は、式場５の運営者側から行っても良いし、コンテンツセンター３から行ってもよい
。
この場合案内にはウエブサイトにアクセスするホームページＵＲＬを記載する。
【００１４】
図４は挙式当日の進行を示すものである。
Ｓ２０で、コンテンツセンター専属の撮影者が式場カメラ２０（図２、（１））で新郎・
新婦のお支度やメイクの様子、挙式式場４での映像を撮影する。
Ｓ２１で、披露宴会場６では、司会者は、予め新郎・新婦と確認しておいた映像を放映機
器に写しながら式の進行を進めることができる。
招待客５は、又テーブル上の、コンテンツセンターで制作されたフォトフレーム１５に写
される映像を見ることができる。
一方、招待客５は、式場で購入した来賓カメラ１５（図２、（２））で新郎・新婦や周り
の人達の映像を撮影できる。
式場カメラ２０の映像、来賓カメラ１４の映像には、ＩＤ、パスワードなどが自動的に記
録され、後の照合に利用される。
Ｓ２２で、式場カメラ２０で撮影された画像データを式場に備えられたＰＣ端末に読み込
み、ネットワーク２を介しコンテンツセンター３に送付する。
手順として、
ａ）コンテンツセンターから受け取った、ＩＣカード、磁気カード、バーコードカードな
どで作成されたＩＤカードを、式場内に設置された式場端末のＩＣカードリーダ、カード
リーダ、バーコードリーダなどで読み込む。
ｂ）式場カメラ１４を式場端末に接続し、撮られた映像をタッチパネルで確認し、シーン
を選択し「ＯＫ」をして端末の記憶装置に記録する。この場合、読み込まれた映像には、
ＩＤカードに記録されたＩＤ、パスワード、並びに式場番号、撮影年月日、ご両家の名前
、などが埋め込まれる。
ｃ）全ての画像の取り込みが終了すると、端末のウェブサイト画面より「ホームページ」
を開き、送信操作をして、画像データのアップロードを行う。
【００１５】
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Ｓ２３で，コンテンツセンター３では、ＤＢサーバーに登録されたＩＤ情報と照合を行い
、送られてきた画像データが事前に登録されたものかどうかの確認を行う。
　照合が正しければ、ストリーミングサーバーに移し、ストリーミングサーバーから動画
放映業者（例えばＹｏｕ　Ｔｕｂｅなど）にアップロードし、視聴者に公開する。
一方において、クリエータは披露宴半ばまでに撮られ、送付されてきた画像データを、そ
れまでに入手したプロフィールデータと編集してエンディングロール映像を制作する。
この映像は、ネットワークを介してウェッブサイトのホームページを開いて、式場で操作
し視聴可能である。
制作映像は、式会場の端末に送付して披露宴会場６で放映されるようにしてもよい。
Ｓ２４で、披露宴の最後において、受信したエンディングロール映像を放映する。
【００１６】
Ｓ２５で、Ｓ２２からＳ２４でネットワーク上に公開された映像を、式に出席できない関
係者、友人８がウエブサイトをアクセスして、ホームページを開き、予め許可され、連絡
されたＩＤ番号、パスワードを元に祝賀映像をリアルタイムに視聴できる。
Ｓ２６で、２次会などがある場合は、披露宴と同様、会場放映機器の映像を見たり、フォ
トフレーム１５を閲覧する。又、来賓カメラ１４により会場の写真を撮影する。
披露宴招待客、２次会招待客は、式場の来賓カメラ１４で撮影した映像を自宅の端末につ
なぎ、視聴することができる。
又、気に入った映像はウェブサイトのホームページを開き、コンテンツセンター３に動画
として投稿する。
【００１７】
一方、Ｓ２８で、新郎・新婦は、新婚旅行先で撮影した、写真、静止画、動画、お礼メセ
ージ等をホームページを開き、コンテンツセンター３に送付する。
Ｓ３０で、クリエータはＳ２７、２９で得たデータをそれまで得た映像と共に編集する。
編集の結果を、特定の人、不特定の人に区別したサイトとし、特定の人向けサイトでは個
人的な映像、不特定の人には、公開してもよい映像としてウェブを通して公開する。
この結果、新郎・新婦を含め、結婚式に関係する人がネットワークを介して、いつでもど
こからでも式当日の映像を視聴できる。
【００１８】
Ｓ３１で、新郎・新婦はコンテンツセンター３で自己のプロフィール映像、式場、披露宴
会場で撮影した映像と共に旅行の映像を編集してもらい、ＣＤＲＯＭ、ＤＶＤに書き込み
、関係者にお礼の挨拶として送付する手続きを行ってもよい。
この場合、出来上がった内容を、新郎・新婦が、前記式場内ＰＣ端末、又は、自宅内ＰＣ
端末、携帯端末からウェブサイトのホームページをアクセスして確認し、修正がある場合
はその箇所を指定してコンテンツセンターで修正し、関係者に配布してもよい。
又、コンテンツセンター３では、婚礼に関する関係者で、ウェブサイトを通して希望のあ
る視聴者に対して、指定された映像をもとに編集し、ＣＤＲＯＭ、ＤＶＤに書き込み、配
布を行ってもよい。
【００１９】
次に、上記で述べた婚礼に関わる処理をハードウエアの構成をもとに説明する。
図５は披露宴会場とコンテンツセンターを結ぶ映像を送受信する概略構成図、図６は披露
宴会場に設置される端末、コンテンツセンターにおけるサーバ処理装置の詳細手段を示し
たものである
【００２０】
図６において、披露宴会場６に設置される端末の構成手段について説明する。
２０は会場内撮影手段（式場カメラ）であって、式場や披露宴会場内で撮影した画像を披
露宴会場内に設置されるＰＣ２２の記憶手段２３に保存する。
２４は撮影データ送信手段であって、会場内撮影手段２０で撮影しＰＣ２２に取込んだ、
画像データを、通信ネットワーク２を介してコンテンツセンター３に送信する。
２６は画像データ受信手段であり、コンテンツセンター３で編集されたデータを受信する
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。
２５は参列者、披露宴招待客などの参加者データ入力手段であり、予め、結婚当事者から
データを得てＰＣ２２に入力しＰＣ２２内の記憶手段２３に保存すると共に、コンテンツ
センター３に送信してコンテンツセンター３内のデータベース４５に保存する。
２１は会場内放映手段である。
【００２１】
３のコンテンツセンターの手段について説明する。
３０のＷｅｂサーバは、ホームページの開設、Ｗｅｂページの生成及び通信管理等を行う
。
３１はメールサーバであって電子メールの送受信を管理する。
３２はＦＴＰサーバでありファイル転送を管理する。
３３はデータベースサーバであり結婚式情報の編集・配信に伴う各種の情報を蓄積・保管
するデータベース４５の管理を行う。
３４はメール配信先一覧作成手段であって、ＰＣ２２から受信したメール配信先に関する
情報を、結婚式場毎、メールリストのグループ毎に整理してデータベース４５に登録する
。
３５はＰＣ２１から受信した画像データを電子メール用の写真に編集・加工するメール用
写真データ作成手段である。
３６はメール生成手段であり、写真データやメール・タイトル、メッセージ等のメールデ
ータを編集した後、一括配信用の電子メールを生成する。
３７はメール配信手段であって、グループ登録した複数の宛先に同文の電子メールを一括
配信する。
３８はメッセージ受付手段であり、結婚披露宴の参列者等から携帯電話のメール送信機能
等によりコンテンツセンター宛に送信された結婚当事者へのメッセージを受信してデータ
ベース４５に保存する。
３９はＷｅｂページ生成手段であって、結婚式場内で撮影された映像や写真、結婚当事者
に寄せられたメッセージ等を掲載するホームページを生成する。
【００２２】
４０は撮影データ受信手段であり、結婚式場内で撮影してＰＣ２２に取込んだ画像データ
を、通信ネットワーク２を介して受信する。
４１は動画データ編集手段であり、結婚式の式進行次第を撮影した画像に、新郎・新婦か
ら依頼されたプロフィールデータ、メッセ－ジ等を付加して編集・加工する。
また、ＰＣ２２から受信したデジタル動画データをストリーミングデータに変換する。
【００２３】
４２はメルマガ配信登録手段であって、メール配信先のユーザを対象にブライダルサービ
スを展開するもので、電子メールを受信し、Ｗｅｂを介してアクセスしてきたユーザを対
象に、メールマガジン配信希望者を選びデータベースに登録する。
４３はメルマガ配信手段であり、データベースに登録された会員のメールアドレスに対し
通信ネットワークを介し定期又は不定期に結婚式に関するメールマガジンの配信を行う。
特典として商品やサービスを割引するクーポンを発行する。
４４は会員登録手段であり、結婚に関するメールマガジンや携帯電話用コンテンツを希望
する配信対象者の会員情報をデータベースに登録する。
４５はデータベースであり、データベースには、結婚式場情報などのブライダルサービス
や、メール配信を行う登録者情報を格納する。
またデータベースには、コンテンツとして新郎・新婦のプロフィールデータ、結婚写真、
式場での撮影写真、結婚式ムービー、新郎・新婦から依頼されたメッセージ、及び結婚当
事者へのメッセージ等を格納する。
【００２４】
４６は電子メールの配信先を登録するためのメール配信予約手段であって、結婚当事者か
ら結婚式当日におけるメール配信のためのメールアドレス等を含む詳細データを受け付け
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契約・登録を行い、その情報をデータベース４５に保存する。
４７はメッセージカード作成手段であり、結婚当事者から入手したメール配信先のユーザ
毎に、結婚当事者宛の電子メールアドレスとＷｅｂページのＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）とを印刷したメッセージカードを作成する。
作成されたメッセージカードは結婚式を申し込んだ結婚当事者に渡されるか、或いは直接
配送希望先に郵送される。
４８は動画データをＤＶＤ等の記録媒体に書込む書込手段であり、式当日申し込みを行っ
たお客、ならびにＷｅｂページを通して申し込みのあったお客に送付される。
【００２５】
次に、本願発明のウェブサイトにおける、案内画面について説明する。
図６は婚礼テレビのテレビ画面推移を表すものである。
ホームページを開くと婚礼テレビトップ画面が表示される。
画面の上部には、トップページ、婚礼テレビについて、ブログコミュニティー、Ｍｙペー
ジ、はじめにご利用されるかたへ、ログアウトの各検索インデックスが設定されており、
各インデックスから所定の項目へ移ることができる。
さらに、結婚式場、海外・リゾート、二次会・パーテー、ドレス、ジュエリー、ビューテ
ィー、ウエディングアイテム、旅行、メモリー（アルバム）、新生活の検索インデックス
がありこれらのインデックス項目へもクリックによって移ることができる。
同様に、画面下部には運営会社、利用規約、プライバシーポリシ―、ご利用上の注意、広
告掲載、お問い合わせインデックスがあり、これらのインデックスについても移動するこ
とができる。
例えば結婚式場を選ぶならば、さらにその画面から結婚式場検索画面に移ることができ、
選択ボタンをチェックして、検索結果一覧を得ることができる。
【００２６】
中央画面、チャネル別の画面は、
挙式映像、ケーキカット、キャンドルサービス、余與、演出、花嫁贈呈、挙式・披露宴会
場、海外＆リゾート、二次会・パーティー、ファッションなどのチャンネルがある。
例えば挙式映像チャンネルからは、投稿チャネルＩＮＤＥＸ画面に移ることができ、さら
に各投稿データ詳細画面に移動可能である。
【００２７】
　サイトスポンサーに対しては、広告用の設定画面が用意されている。
画面内には、サイト広告利用者が設定できる映像、テキスト欄があり、各々について広告
利用者が各設定画面を通じて、所定項目の入力、選択、設定を行って広告の入った画面を
構成することができる。
【００２８】
設定画面を通じ、未来の結婚予定者は、結婚にまつわる情報の取得することができる。
【００２９】
以上説明を行った婚礼サイト構成画面の全体フロー図を図８に示す。
【００３０】
本ウェッブサイトによる、式場運営者、ホテルなどのスポンサーが広告を登録する場合の
フローについて図９を基に説明する。
Ｓ４０、４１で、スポンサーは会員登録を行い、アカウント、パスワードを取得する。
Ｓ４２で、スポンサーは配信業者と契約する。
Ｓ４３で、端末から所定の登録フォーマットに従い、静止画、動画、各種の紹介記事、テ
キストを管理サーバにアプロードする。
Ｓ４４で、コンテンツセンターのクリエータがデータをまとめ、紹介画面に編集し、記憶
装置にセイブする。
Ｓ４５で、式予定者などユーザがホームページをアクセスし、映像を視聴する。
コンテンツセンターでは、ホームページのアカウント回数を記録し、ユーザからコメント
があった場合はこれをブログ画面に掲載する。
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Ｓ４６で、式場側で表示内容を変更したい場合は、Ｓ４７において、ホームページから登
録内容の変更を行う。
Ｓ４８で、掲載継続か否かの判断を行い、掲載継続の場合は、Ｓ４９によりユーザからの
アクセスを継続する。
掲載中止の場合はＳ５０で契約を解除する。
【００３１】
又図１０は動画投稿のフローチャートを示すものである。
Ｓ６０、６１で、動画投稿者は会員登録を行い、アカウント、パスワードを取得する。
Ｓ６２で、動画投稿者は配信業者と契約する。
Ｓ６３で、端末から所定の登録フォーマットに従い、動画を管理サーバにアプロードする
。
もしくは、ＤＶＤなどで配信業者に送付する。
Ｓ６４で、コンテンツセンターのクリエータが動画を編集し、記憶装置にセイブする。
Ｓ６５で、動画アクセス回数をカウントし、投稿動画に対する第３者のコメントを収録す
る
Ｓ６６で、契約に従い、所定期間における動画投稿者に契約料を支払う。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
本発明による結婚式情報リアルタイム配信システムによれば、結婚式コンテンツ供給業者
が立ち上げるウェブサイトのホームページを通して、早期に披露宴での様子を視聴するこ
とができる。
本願発明は、ウェブ上の結婚式サイトのホームページを通じて、結婚式の式典の様子をリ
アルタイムに視聴できる分野に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本実施の形態における結婚式リアルタイム映像配信システムの構成図である。
【図２】披露宴会場、コンテンツセンター、友人宅／自宅における結婚式映像情報の流れ
図である。
【図３】挙式前の新郎・新婦と婚礼コンテンツ配信事業者との事前準備フロー図である。
【図４】式当日、並びに式後における婚礼コンテンツの扱いを示すフロー図である。
【図５】式場、披露宴会場からコンテンツセンターまでの結婚式映像情報伝達ルート図で
ある。
【図６】式場、披露宴会場、及びコンテンツセンターにおける結婚式映像処理手段を示す
構成図である。
【図７】婚礼テレビ（仮称）の、ホームページに掲載されるトップ画面、ならびにトップ
画面から展開される画面推移の概要図である。
【図８】上記画面類の全体構成図である。
【図９】婚礼テレビサイトスポンサーの広告登録フロー図である。
【図１０】動画投稿におけるフロー図である。
【符号の説明】
【００３４】
１　新郎・新婦
２　通信ネットワーク
３　コンテンツセンター
４　結婚式場（式場・宴）
５　披露宴招待客
６　披露宴会場
７　２次会・パーティー会場
８　都合により参加できなかった関係者、友人
９　将来の結婚予定者
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１０コンテンツ提供者
１１　その他の式場・ホテル
１２　関連業者
１３　動画投稿者
２０　会場内撮影手段
２１　会場内放映手段
２２　ＰＣ（パーソナルコンピュータ）
２３　記憶手段
２４　撮影データ送信手段
２５　参列者データ入力手段
２６　画像データ受信手段
３０　Ｗｅｂサーバ
３１　メールサーバ
３２　ＦＴＰサーバ
３３　データベースサーバ
３４　メール配信先一覧作成手段
３５　メール用写真データ作成手段
３６　メール生成手段
３７　メール配信手段
３８　メッセージ受付手段
３９　Ｗｅｂページ生成手段
４０　撮影データ受信手段
４１　動画データ編集手段
４２　メルマガ配信登録手段
４３　メルマガ配信手段
４４　会員登録手段
４５　データベース
４６　メール配信予約手段
４７　メッセージカード作成手段
４８　動画データ書き込み手段
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